
― 市議会だより

3月 定例会の一般質問は、 3月 15日、16日の

両日行われ、河端議員、宮崎議員、松尾議員、

杓子議員、小川議員、石橋議員、山崎議員、深

谷議員、岡尾議員、石野議員の10名が、市政各

般にわたり質問を行いました。

(質問と答弁の主な要旨は次のとおり)

琵
琶
湖

・
若
狭
湾
リ
ゾ
ー

ト
ラ
イ
ン
鉄
道
建
設
及
び

小
浜
線
電
化
促
進
に
つ
い
て
、

平

成
四
年
度
に
お
け
る
福
井
県
、

滋

賀
県
、

京
都
府
並
び
に
関
係
市
町

村
の
実
現
化

へ
向
け
た
動
き
と
本

市
の
取
り
組
み
を
伺
い
た
い
。

ま
た
、

平
成
五
年
度
に
向
け
た

取
り
組
み
の
意
欲
は
ど
う
か
。

Ａ
Ａ

劉
が
聞
斡
傍
備
段
職
堤
嘘

て
は
、

昨
年
九
月
に
設
立
さ
れ
た

同
盟
会
を
中
心
に
、

福
井
県
、

滋

賀
県
へ
の
働
き
か
け
、

先
進
地

ヘ

の
視
察
、

国

・
Ｊ
Ｒ
西
日
本

へ
の

支
援
要
請
な
ど
積
極
的
な
運
動
を

し
て
き
た
。

福
井
県
で
は
昨
年
九
月
に
、

嶺

南
地
域
鉄
道
需
要
予
測
調
査
費
が

予
算
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、

県
及

び
嶺
南
八
市
町
村
に
よ
る
検
討
会

が
設
置
さ
れ
、

研
究
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、

平
成
五
年
度
に
お
い
て

も
、

事
業
化
可
能
性
調
査
費
の
予

算
が
県
議
会
で
審
議
中
で
あ
る
。

滋
賀
県
で
も
、

福
井
県
と
共
同

で
実
施
す
る
事
業
化
可
能
性
調
査

費
の
予
算
を
審
議
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、

京
都
府
に
お
い
て

も
、

舞
鶴
線
電
化

へ
の
取
り
組
み

姿
勢
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

本
市
と
し
て
も
、

関
係
府
県
の

動
き
を
踏
ま
え
、

沿
線
市
町
村
と

の
連
絡
調
整
、

各
種
調
査
研
究
な

ど
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、

今

定
例
会
に
鉄
道
新
線
電
化
対
策
室

の
設
置
を
お
願
い
し
て
い
る
。

平
成
五
年
度
に
は
、

対
策
室
を

中
心
に
、

本
事
業
を
県
の
最
重
要

事
項
と
し
て
も
ら
う
た
め
の
運
動
、

国
、
Ｊ
Ｒ
等

へ
の
支
援
要
請
、

沿

線
住
民

へ
の
広
報
活
動
、

調
査
研

究

・
情
報
収
集
並
び
に
関
係
機
関

と
の
連
携
強
化
、

小
浜
線
の
利
用

促
進
な
ど
実
現
に
向
け
、

渾
身
の

努
力
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

原
子
力
発
電
所
大
飯

一
号

機
の
蒸
気
発
生
器
（Ｓ
Ｇ
）

の
変
換
が
、

来
年
九
月
か
ら
行
わ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

今
年
二
月
に
開
催
さ
れ
た

「原

子
力
発
電
環
境
安
全
対
策
協
議
会
」

で
は
、
Ｓ
Ｇ
交
換
問
題
に
つ
い
て

多
く
の
委
員
か
ら
発
言
が
あ

っ
た

が
、

市
長
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

ま
た
、

温
排
水
に
つ
い
て
、

漁

業
や
観
光

へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
が
、

市
長
の
見
解
は
ど
う

か
。

Ａ
Ａ

藤
弥
嶋
畿
瞬
洵

柳
脚
義
ル

佛
が
平
成
七
～
九
年
に
か
け
て
、

新
型
の
蒸
気
発
生
器
に
取
り
替
え

る
方
針
を
示
し
、

県
と
立
地
町
に

対
し

「事
前
了
解
願
い
」
を
提
出

し
た
。

県
の
対
応
と
し
て
は
、

立
地
町

と
協
議
を
行
い
、

基
本
的
に
問
題

が
な
け
れ
ば

「原
子
炉
設
置
変
更

申
請
」
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
と

聞
い
て
い
る
。

市
と
し
て
は
、

原
発
は
安
全
が

第

一
で
あ
り
、

今
後
と
も
更
な
る

安
全
性
と
信
頼
性
の
向
上
を
図
る

よ
う
強
く
求
め
て
い
く
。

温
排
水
は
、

現
在
、

県
の
水
産

試
験
場
が
年
四
回
、

拡
散
状
況
等

に
つ
い
て
の
調
査
を
行

っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
は
、

拡
散

モ
デ
ル
に
よ
る
数
値
計
算
や
水
理

模
型
実
験
に
よ
る
拡
散
状
況
予
測

結
果
の
範
囲
に
あ
る
と
の
報
告
を

受
け
て
い
る
。

本
年
四
月
か
ら
、　

一
部
供

用
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
若
狭
総
合
公
園
に
つ
い
て
、

次
の
こ
と
を
伺
い
た
い
。

①
国
道

一
六
二
号
か
ら
車
両
が
出

入
り
す
る
際
、

歩
道

（通
学
路
）

を
交
差
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

通

学
路
の
見
直
し
や
信
号
機
の
設
置

等
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
対
応
さ

れ
る
の
か
。

②
若
狭
総
合
公
園
の
計
画
変
更
に

つ
い
て
、

市
民
の
要
望
が
非
常
に

大
き
い

「温
水
プ
ー
ル
」
の
建
設

は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
か
。

ＡＡ
砲御賤障球華耐的雛鋤

（通
学
路
）
を
交
差
し
、

歩
行
者
に

危
険
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

早
急

に
公
安
委
員
会
に
対
し
、

横
断
歩

道
及
び
信
号
機
の
設
置
を
強
く
要

望
し
て
い
く
。

②
県
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
「平
成

五
年
度
に
未
整
備
区
域
に
お
け
る

温
水
プ
ー
ル
を
含
め
た
施
設
及
び

事
業
費
な
ど
を
総
合
的
に
精
査
し
、

基
本
計
画
の
変
更
を
予
定
し
て
い

る
。

」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

今
後
と
も
、

温
水
プ
ー
ル
を
含

め
た
公
園
の
早
期
完
成
を
目
指
し

て
、

県
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

日
吉
～
貴
船
海
岸
通
り
に

つ
い
て
、

住
民
の
意
見
を

聞
い
て
事
業
を
始
め
た
の
か
。

今
回
の
事
業
に
よ
り
、

景
観
は

よ
く
な

っ
た
が
、

道
路
幅
は
ニ
メ

ー
ト
ル
も
狭
く
な
り
、

ま
た
、

歩

道
部
分
は
、

非
常
に
歩
き
に
く
く

な
っ
て
い
る
。

こ
の
工
事
に
い
た
る
ま
で
の
経

緯
も
含
め
、

説
明
願
い
た
い
。

Ａ
Ａ
　
マ 日
痛
刀
践

・船
姉
ツ 岸
幻
勲
約

に
つ
い
て
は
、
「
ふ
る
さ
と
創
生
十

か
年
計
画
」
の

一
環
と
し
て
、

県
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事
業
で
実
施
し
て
い
る
。

事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

本
市
の
関
係
課
の
職
員
が
地
元
区

長
は
も
と
よ
り
、

区
民
の
方
々
に

対
し
、

五
回
に
わ
た
っ
て
事
業
概

要
の
説
明
会
を
行

っ
て
い
る
。

実
施
設
計
に
際
し
て
も
、
こ
れ

ら
の
場
で
出
さ
れ
た
貴
重
な
意
見

を
十
分
尊
重
す
る
と
と
も
に
、

事

業
着
手
後
も
、

地
係
の
方
々
の
要

望
を
で
き
る
限
り
受
け
入
れ
る
方

向
で
、

工
事
を
進
め
た
と
聞
い
て

い
る
。

長
寿
健
康
の
さ
と
公
園
に

つ
い
て
、

次
の
こ
と
を
伺

い
た
い
。

①
駐
車
場
に
つ
い
て
、

設
計
で
は

百
台
の
乗
用
車
で

一
杯
に
な
る
と

聞
く
が
、

駐
車
場
の
拡
張
が
必
要

で
は
な
い
か
。

②
現
在
、

国
道

一
六
二
号
に
Ｊ
Ｒ

バ
ス
が
運
行
し
て
い
る
が
、
「公
園

前
」
と
い
う
路
線
バ
ス
の
停
留
所

が
で
き
な
い
の
か
。

③
こ
の
施
設
に
お
け
る
水
の
最
大

必
要
量
を
ど
れ
位
に
見
込
ん
で
い

る
の
か
。

既
設
の
水
源
に
は
影
響
が
な
い

の
か
。

④
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
、

国
道

一
六
二
号
、

特
に
須
網
橋
～
尾
須

ノ
鼻
間
を
公
園
供
用
開
始
ま
で
に

改
良
す
べ
き
と
考
え
る
が
市
の
対

応
は
ど
う
か
。

Ａ
Ａ

砲
酸
鋼
豹
和
納
い
に
仰
湖

り
、

合
計
で

一
二
〇
余
台
を
確
保

し
て
い
る
。

今
日
の
車
社
会
で
は
、

駐
車
場

の
確
保
が
不
可
欠
で
あ
り
、

そ
の

必
要
性
に
つ
い
て
も
十
分
認
識
し

て
い
る
。

今
後
、

財
政
状
況
等
踏
ま
え
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

②
新
停
留
所
の
設
置
は
、

乗
降
密

度
や
シ
ス
テ
ム
変
更
に
よ
る
経
費

の
問
題
な
ど
、

運
行
業
者
の
採
算

性
が
大
き
な
課
題
で
あ
り
、

状
況

を
見
な
が
ら
関
係
機
関
に
要
望
し

て
い
き
た
い
。

③
水
に
つ
い
て
は
、

各
施
設
の
ト

イ
レ
や
樹
木
の
散
水
等
に
使
用
す

る
が
、

水
源
は
、

公
園
内
に
丼
戸

を
確
保
し
、

圧
カ
ポ
ン
プ
で
各
施

設
に
供
給
す
る
予
定
で
あ
る
。

な
お
、

水
の
最
大
使
用
量
は
、

一
時
間
あ
た
り
三
十
二
ト
ン
と
予

想
し
て
い
る
。

④
国
道

一
六
二
号
の
改
良
に
つ
い

て
、

須
網
橋
～
尾
須
ノ
鼻
間
は

一

次
改
良
が
完
了
し
て
い
る
が
、

歩

道
が
な
く
、

交
通
量
も
多
い
。

県
で
は
、

平
成
五
年
度
中
に
地

元
説
明
会
を
開
催
す
る
予
定
で
あ

り
、

地
権
者
等
の
協
力
が
得
ら
れ

れ
ば
、

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

の
こ
と
。

市
と
し
て
も
、

公
園
の
供
用
開

始
を
平
成
七
年
度
に
予
定
し
て
お

り
、

県
土
木
事
務
所
と
十
分
協
議

し
、

要
望
し
て
い
き
た
い
。

①

一
九
九
〇
年
の
九
月
定

例
会
に
お
い
て
、

核
兵
器

の
廃
絶
と
世
界
の
恒
久
平
和
を
願

い
、
「非

核
平
和
都
市
宣
言
に
関
す

る
決
議
」
を
全
員

一
致
で
決
め
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
二
年
半
が
経
過
し
た

が
、

市
長
に
お
い
て
は
、

何
ら
具

体
的
な
施
策
を
示
さ
れ
て
い
な
い
。

市
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

②
中
学
校
の
修
学
旅
行
の
行
き
先

に
つ
い
て
、

以
前
は

「広
島
」
で

あ

っ
た
。

子
供
た
ち
は
、

原
爆
資
料
館
等

に
お
い
て
、

教
科
書
で
は
教
わ
る

こ
と
の
で
き
な
い
平
和
の
尊
さ
を

学
ん
で
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、

現
在
は
こ
の

貴
重
な
体
験
が
、

日
程
的
な
こ
と

か
ら
無
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
。

「広
島
」
へ
の
修
学
旅
行
が
変
更

に
な

っ
た
理
由
を
伺

い
た
い
。

Ａ
Ａ

砲
懲
鞭
厳
難
通 っ
張
庫
岬
卸

あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

市
と
し
て
、

平
和
の
理
念
の
定

着
を
目
指
す
た
め
、

市
民
に
対
す

る
Ｐ
Ｒ
の
具
体
化
な
ど
準
備
し
て

い
る
。

平
和
都
市
と
し
て
の
精
神
を
表

す
た
め
に
は
、

懸
垂
幕
等
も
考
え

ら
れ
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

②
平
和
教
育
に
つ
い
て
は
、

教
育

基
本
法
や
学
習
指
導
要
領
に
お
い

て
、

そ
の
実
践
が
示
さ
れ
て
い
る
。

本
市
で
も
、

合
掌
の
心
づ
く
り

と
い
う
大
き
な
柱
の
も
と
、

学
校

教
育
は
も
と
よ
り
、

社
会
教
育
、

家
庭
教
育
に
お
い
て
、

幅
広
く
実

践
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

中
学
校
の
修
学
旅
行
先
の
決
定

に
つ
い
て
は
、

教
育
委
員
会
の
指

示
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、

学
校

長
の
責
任
に
お
い
て
行
う
教
育
活

動
で
あ
り
、

学
校
長
の
裁
量
権
に

属
す
る
も
の
で
あ
る
。

今
回
の
変
更
は
、

学
年
部
会
で

い
く
つ
か
の
教
育
観
点
か
ら
決
定

し
た
も
の
で
あ
り
、

今
年
は

「班

別
行
動
の
実
践
」
を
行
い
た
い
と

い
う
こ
と
で
東
京
に
決
定
さ
れ
た
。

①
学
校
週
五
日
制
が
導
入

さ
れ
て
七
か
月
が
過
ぎ
よ

う
と
し
て
い
る
が
、

当
市
の
現
状

は
ど
う
か
。

②
文
部
省
は
、

中
学
校
か
ら
業
者

テ
ス
ト
の
追
放
を
求
め
る
通
達
を

出
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

県
か

ら
な
ん
ら
か
の
通
達
等
は
あ

っ
た

の
か
。

ま
た
、

市
の
対
応
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

Ａ
Ｒ

的
綜
姉
腋
帥
Ｆ
群

酸
脚
相

．

十
三
年
度
か
ら
小
学
校
に
お
い
て
、

「
ノ
ー
か
ば
ん
デ
ー
」
を
実
施
し
て

き
た
。

学
校
週
五
日
制

へ
の
段
階
的
な

移
行
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
た
め
、

当
分
の
間
、

学
校
の
体
育
館
や
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
開
放
等
を
行
っ
て
い

る
が
、

最
近
の
利
用
率
は
減
っ
て

き
て
お
り
、
こ
れ
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地

域
の
関
係
者
が
、

市
の
取
り
組
み

に
対
し
て
理
解
が
得
ら
れ
た
も
の

と
判
断
し
て
い
る
。

②
業
者
テ
ス
ト
は
、

志
望
校
選
択

に
関
す
る
指
導
に
際
し
て
の
資
料

の

一
つ
と
し
て
、

各
都
道
府
県
で

実
施
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、

他
県
の
私
立
高
校
に

お
い
て
、

業
者
テ
ス
ト
の
偏
差
値

デ
ー
タ
を
入
試
選
抜
の
合
否
判
定

材
料
に
使

っ
て
い
た
り
、

業
者
テ

ス
ト
の
試
験
問
題
が
売
買
さ
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
の
問
題
が
あ
り
、

今
回
、

文
部
省
が
通
達
を
出
す
に

い
た
っ
た
。

今
日
ま
で
県
内
で
は
、

業
者
テ

ス
ト
に
関
し
て
、

問
題
と
な
る
よ

う
な
使
わ
れ
方
は
さ
れ
て
い
な
い
。
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県
で
は
、

多
方
面
の
意
見
を
聞

き
、

県
内
の
実
情
に
合

っ
た
内
容

を
検
討
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、

文
部
省
の
調
査
に
対
し
て
は
、
「来

年
度
か
ら
す
ぐ
に
完
全
追
放
す
る

こ
と
は
困
難
」
と
の
回
答
を
行

っ

て
い
る
。

市
と
し
て
は
、

県
全
体
に
か
か

わ
る
問
題
で
あ
る
た
め
、

県
下
中

学
校
校
長
会
に
具
体
的
な
対
応
を

お
願
い
し
て
い
る
。

県
立
大
学
小
浜
キ
ャ
ン
パ

ス
に
交
流
セ
ン
タ
ー
が
建

設
さ
れ
る
。

目
的
は
、

地
域
社
会
と
連
携
し

た

「開
か
れ
た
大
学
」
を
代
表
す

る
も
の
と
し
て
、

生
涯
学
習
の
機

会
の
提
供
や
交
流
の
場
の
提
供
な

ど
、

大
学
の
社
会

へ
の
開
放
や
国

際
交
流
の
機
能
を
発
揮
す
る
と
の

こ
と
で
あ

っ
た
。

市
と
し
て
、

こ
の
交
流
セ
ン
タ

ー
を
利
用
し
て
い
く
に
あ
た
り
、

大
学
側
と
の
連
携
の
中
で
、

今
後

ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か

伺
い
た
い
。

Ａ
Ａ

岬
舶
獄
韓
触
時
か

「
て

榊
ボ

れ
た
大
学
」
を
基
本
理
念
に
し
て

い
る
。

こ
れ
に
伴

い
、

交
流
セ
ン
タ
ー

を
通
じ
て
、

地
域
と
の
つ
な
が
り

の
た
め
、

数
々
の
メ
ニ
ュ
ー
を
検

討
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

五
月
に
は
、

水
産
に
関
連
し
た

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
る
と

聞
い
て
い
る
。

ま
た
、

各
種
の
公
開
講
座
も
開

催
さ
れ
る
と
の
こ
と
。

市
と
し
て
も
、

県
立
大
学
と
の

連
携
を
保
ち
な
が
ら
、

市
民
の
学

習
意
欲
に
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
、

こ
の
交
流
セ
ン
タ
ー
を
積
極
的
に

利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

本
市
の
財
政
に
つ
い
て
次

の
こ
と
を
伺
い
た
い
。

①
財
政
計
画
は
ど
の
よ
う
な
手
法

で
策
定
さ
れ
て
い
る
の
か
。

現
在
の
財
政
指
標
の
数
値
と
将

来
的
数
値
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

②
予
算
編
成
は
、

財
源
状
況
か
ら

見
て
、

重
点
主
義
編
成
に
な
っ
て

い
く
と
思
う
が
ど
う
か
。

Ａ
Ａ

的
識
醐
輔
麺
鈍
ギ
紬
融
暖

て
い
る
。

財
政
計
画
の
見
通
し
に
つ
い
て

は
、

五
年
先
を
見
込
ん
で
い
る
。

現
在
の
財
政
構
造
は
、

平
成
三

年
度
決
算
ベ
ー
ス
で
、

財
政
力
指
数
　
　
○

・
四
四
七

自
主
財
源
比
率
　
一一一八

・
〇
％

公
債
比
率
　
　
　
一
〓
千

九
％

投
資
的
経
費
比
率

〓
一九
・七
％

平
成
十
年
度
の
予
想
数
値
は
、

概
算
で

財
政
力
指
数
　
　
○

・
四
〇
〇

自
主
財
源
比
率
　
現
在
と
同
じ

公
債
比
率
　
　
　
　
　
一
六
％

投
資
的
経
費
比
率
　
　
四
〇
％

②
自
主
財
源
の
乏
し
い
本
市
で
は
、

網
羅
的
に
事
業
を
組
み
入
れ
る
予

算
編
成
は
、

公
債
比
率
や
経
常
収

支
比
率
に
影
響
し
て
く
る
た
め
、

重
点
主
義
編
成
を
と
ら
ざ
る
を
得

な
い
と
思

っ
て
い
る
。

①
昭
和
六
十
年
九
月
に
、

「小
浜
市
行
政
改
革
大
綱
」

が
策
定
さ
れ
た
が
、

い
ま
だ
に
着

手
さ
れ
て
い
な
い
分
野
が
、

数
多

く
見
受
け
ら
れ
る
。

こ
の
大
綱
が
、
ど
の
よ
う
に
取

り
扱
わ
れ
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

②
行
革
大
綱
に
お
け
る
決
済
規
定

に
関
す
る
専
決
権
限
の
拡
充
に
つ

い
て
、

理
事
制
か
ら
部
長
制
に
変

わ
る
こ
と
に
よ
る
見
直
し
を
行
う

の
か
。

Ａ
Ａ

距
」

「い
期
柿
姉
鋤
般
消

萩

ク
ラ
ッ
プ

・
ア
ン
ド

・
ビ
ル
ド
、

事
務
事
業

・
事
務
執
行
体
制
の
見

直
し
等
に
よ
る
行
政
の
減
量
化
、

自
助
自
立
の
精
神
の
醸
成
で
あ
り
、

常
に
念
頭
に
置
き
な
が
ら
行
政
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

大
綱
で
の

一
例
を
あ
げ
る
と
、

各
種
団
体
の
事
務
局
見
直
し
、

独

立
運
営
で
は
、

い
く
つ
か
の
団
体

が
自
主
運
営
し
て
お
り
、

そ
の
他

の
団
体
に
つ
い
て
も
、

そ
の
方
向

で
協
力
を
お
願
い
し
て
い
る
。

公
民
館
の
非
常
勤
化
で
は
、

そ

の
方
向
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
お

り
、

早
い
機
会
に
試
行
的
に
で
も

考
え
て
い
き
た
い
。

女
性
の
管
理
職
登
用
は
、

部
制

の
導
入
も
あ
り
、

今
年
四
月
か
ら

実
施
し
た
い
。

②
本
市
の
重
要
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の

遂
行
や
多
様
化
す
る
行
政

ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
た
め
に
は
、

組
織
、

機
構
の
強
化
が
大
事
で
あ
る
。

理
事
制
は
、

職
務
、

権
限
が
今

一
つ
不
明
確
で
あ
る
た
め
、

部
を

設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、

「部
の

事
務
の
掌
理
、

所
属
職
員
の
指
揮

監
督
な
ど
職
務
の
明
確
化
」

「事

務
決
済
規
定
の
見
直
し
に
よ
る
権

限
の
拡
大
」
等
を
図

っ
て
ま
い
り

た
い
。

理
事
制
は
、

前
市
長
の
時

に
導
入
さ
れ
た
が
、

目
的

は
庁
内
業
務
の
連
絡
調
整
と
決
済

の
簡
素
化
で
あ
っ
た
と
思
う
。

今
回
の
部
制
導
入
に
つ
い
て
、

次
の
こ
と
を
伺
い
た
い
。

①
目
的
及
び
効
果
に
つ
い
て
。

ま
た
、

部
長
制
と
理
事
制
の
相

違
点
も
伺
い
た
い
。

②
部
長
制

へ
の
取
り
組
み
で
、

国
・

県
か
ら
の
派
遣
や
民
間
人
の
登
用
・

な
ど
は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

③
部
制
導
入
に
際
し
、

全
庁
的
な

人
員
配
置
の
見
直
し
は
し
た
の
か
。

Ａ
Ｒ

到
郵
剰
口 導
泳
報
ダ
淋
獅
駒

進
す
る
う
え
で
、

組
織
機
構
の
充

実
、

強
化
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

効
果
と
し
て
は
、

条
例
で
の
位

置
付
け
に
よ
る
管
理
監
督
責
任
の

強
化
、

重
要
課
題

へ
の
積
極
的
取

り
組
み
と
行
政
意
思
の
協
議
機
能

の
強
化
、

職
員
の
指
導
教
育
に
よ

る
能
力
向
上
、

執
務
に
つ
い
て
の

士
気
高
揚
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。

相
違
点
は
、

理
事
制
が
処
務
規

則
に
基
づ
く
設
置
で
あ
っ
た
こ
と

に
対
し
、

部
長
制
は
地
方
自
治
法

に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

②
取
り
組
み
と
し
て
は
、

総
務
部
、

企
画
部
、

民
生
部
、

産
業
部
、

建

設
部
の
五
部
を
設
置
し
た
い
。

ま
た
、

部
内
に
連
絡
調
整
担
当

を
置
き
、

部
制
が
円
滑
に
機
能
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
。

な
お
、

国

・
県
な
ど
外
部
か
ら

の
登
用
は
考
え
て
い
な
い
。

③
全
庁
的
な
人
員
配
置
の
見
直
じ

は
、

現
在
検
討
中
で
あ
る
。


